
水辺と公共交通の概念を変える！

狐森島開拓プロジェクト

2026.08.07 Fri.

ミライソウゾウラボ



休日、何して過ごす？
ネタ切れ気味でマンネリ化…

こんな経験ありませんか？
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わたしたちが考える狐森島の魅力

船で島に渡り、人目を気にせず自然を満喫。
家族で楽しめる非日常体験スポットです

上陸
船 に 乗 っ て

わ く わ く 越 境 体 験

遊ぶ
木 の デ ッ キ や

ブ ラ ン コ で 体 力 を 消 費

過ごす
自 然 の 中 で 自 由 に
デ ジ タ ル デ ト ッ ク ス

食べる
ピ ザ 窯 や 焚 火 で

焼 く だ け キ ャ ン プ 飯

大人も子どももデジタルから距離を置き、自然と向き合える贅沢な時間が過ごせます



団体概要｜何の団体なの？

「ミライソウゾウ会議」からスピンアウトした
夢を応援しあうコミュニティ

講座が終わっても集まり続けてしまった有志のうち、5人が狐森島を開拓しています

松江市の動き

松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」策定

市主催講座「ミライソウゾウ会議」1期目 以降、毎年開講

2021

2022

わたしたちの動き

任意団体「ミライソウゾウラボ」発足

「ミライソウゾウゆめまつり」ほか、メンバー発案の企画を多数実施

2022

2023

「狐森島開拓プロジェクト」始動2024



メンバー紹介｜誰がやってるの？

本業も得意もバラバラの5人が中心となり、
できることを持ち寄って活動しています

全員が本業の傍らライフワークとして。地元漁師やDIYの専門家も巻き込んでいます

5人中3人が「2級船舶免許」保有

宮崎 芳洋 #プロジェクト発起人 #船舶免許保有

吉川 司 人力車まつ笑 #船舶免許保有

吉川 佳奈美 かふぇかなちゃん家 #狐森島の管理人

谷 悟史 #船舶免許保有 #家業は「黒田せり」

小田 千愛 #ミライソウゾウラボ発起人

コアメンバー

島の助っ人

仲間：
矢田地区の
若手しじみ漁師

アドバイザー：
建築家

金堀一郎 先生

協力：
矢田渡船観光
有限会社



活動の経緯｜どう始まった？

始まりは「無人島と船、自由に使っていいよ」の一言
突然手に入った資源、どう使う？ 財源は？ とりあえず船の免許取るか…

リアル「どうぶつの森」
プロジェクト始動

Q.もしも無人島が自由に使えたら？



活動実績①｜何から始めた？

手弁当で活動スタート
まずは自分たちで、島の魅力を確かめてみました
ラボメンバーとその家族で定期的にミニイベントを開催し、島の楽しみ方を探究

ちびっこも 小中学生も パパママも

島にしかない時間の流れ人との距離が近づく感覚
時計を見なくなる。船の時間だけが区切り
子どもから少し離れて、ほっと一息つける

年が離れた子どもたちも同じ遊びではしゃぐ
学校でも公園でも、なかなか起きないこと



ドラム缶ピザ窯

活動実績②｜何が変わった？

補助金の後押しを受け、
島の木や廃材を使って遊び場づくりを始めました

身内で遊ぶ島から人を招ける島へ。面白い！という確信を形にする一年になりました

ウッドデッキ YAGURA ブランコ3基 薪ストッカー

R7 まちづくり活動応援補助金

42日以上活動日数 5種類製作物

※半分は草刈り・環境整備 ※資材は島の間伐材と廃材



大人1000円・子ども500円の有料イベント
募集開始から1週間で定員（100人）に到達
延期日程にも19組64人の親子連れが来島
 アンケート回答者10組全員が「満足」以上

活動成果｜どんな反応があった？

初めての有料イベントは、1週間で定員に到達。
その反響を受け、保育園遠足の行き先にも選ばれました

家族向け有料イベント

保育園遠足

 5歳児クラス12人と保育者4人が来島
子どもを預かる施設が、行き先に選んでくれた

5歳児・4歳児クラスの定番として継続予定



課題｜何が足りない？

島に来るかどうかも、何時間いるかも、
決め手はトイレでした

衛生面、大丈夫…？

来島した人 ▶ 体験の質に影響

毎回、排泄物を持ち帰るのが…

わたしたち ▶ 現場の負担増

行きたいけどトイレがなぁ…

まだ来ていない人 ▶ 機会損失

「非常用携帯トイレ」運用の問題点 目指す方向性

足元が整う
トイレ・通路・柵…

来やすく、⾧く居られる
半日から丸一日へ

船で渡る日常が生まれる
「島に行こう」が休日の選択肢に

船で渡った先に「快適なトイレがない」というだけで、滞在時間は2時間で終わってしまいます



今年度の取組み｜どう解決する？

専門家の助言の下、排泄物を土に還す
二層式バイオトイレを作ります

昨年度の「遊び場づくり」に続き、今年度のテーマは「足元の環境づくり」

 堆肥化して土に還す
→ 持ち帰りが不要になる

 これまでのDIYと同じく、
島の間伐材と廃材を活用

 DIY・環境建築の専門家
金堀 一郎氏が伴走

完成イメージ

Point



ビジョン｜何を目指す？

狐森島を市民の体験拠点として開拓し、
水辺をもっとおもしろく、水上交通をもっと身近に

偶然ですが、松江市総合計画に示されている未来像とも重なりました

出典：松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」

まず、自分たちが楽しむ

資源を活かし、不足も楽しむ

島に跡を残さない

島開拓の掟（大切にしていること）

1

2

3

続けるために義務にしない

ここにしかない価値を追求する

元に戻せる形で手を入れる



来島方法｜どうやったら行ける？

毎月第3土曜に、ワンコインで島に渡れます
DIYの日程も、これから増やしていく予定

イベントの連携、大歓迎。貸切利用もご相談ください

9〜11月 DIYワークショップ
バイオトイレの製作過程をイベント化

11月頃 「無人島で遊ぼう」第2弾
ドッグランのニーズに応える新企画を予定

毎月第3土曜
8/15, 9/19, 10/17

かわこの朝市（主催：矢田渡船観光）
ワンコインクルーズで島に渡れます



まずはイベントに

遊びに来てください！
島のファンが増えることが
いちばんの力になります

運営を続けるための

連携・協賛を募集しています。
具体的な関わり方は

ぜひ一緒に考えさせてください

来て・遊んで 支えてほしい つながってほしい

草刈りで汗を流したい方。
DIYや船、アウトドアが
好きな方、アイデアマン。
ぜひ仲間になってください！

皆さまへのお願い

来て、遊んで、支えてください！
アイデアもニーズもぜひお寄せください

#船 #アウトドア #DIY #二次交通 #観光

8/15の朝市で
島に渡ってみてください

ブースで
お声掛けください！

Instagramで
活動の様子を発信中



ご清聴ありがとうございました
活動展示ブースで写真や動画で島の様子を紹介しています

気軽にお立ち寄りいただけると嬉しいです！

 Instagram：@matsue_dreams
 E-mail：mirai.souzou.labo@gmail.com


